
平
成
三
十
年
五
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

三

一

六

号

「
総
理
の
ご
意
向
」
な
ど
文
科
省
が
調
査
し
た
十
九
文
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子
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「
総
理
の
ご
意
向
」
な
ど
文
科
省
が
調
査
し
た
十
九
文
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書

愛
媛
県
が
二
〇
一
八
年
五
月
二
十
一
日
に
参
議
院
予
算
委
員
会
に
提
出
し
た
文
書
に
よ
っ
て
、
加
計
学
園
に
つ
い
て
の
疑
惑

は
今
ま
で
以
上
に
高
ま
り
、
昨
年
、
文
部
科
学
省
（
以
下
、
文
科
省
）
が
調
査
を
行
っ
た
「
総
理
の
ご
意
向
」
な
ど
と
書
か
れ

た
文
書
を
含
む
十
九
文
書
の
信
ぴ
ょ
う
性
が
高
ま
っ
た
。

こ
の
十
九
文
書
と
は
、
昨
年
二
〇
一
七
年
五
月
十
七
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
が
、
学
校
法
人
「
加
計
学
園
」
（
岡
山
市
）
が
獣

医
学
部
を
新
設
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
文
科
省
が
内
閣
府
か
ら
「
総
理
の
ご
意
向
だ
と
聞
い
て
い
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
こ
と

を
二
〇
一
六
年
に
文
書
に
し
て
い
た
と
報
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
旧
民
進
党
の
加
計
学
園
疑
惑
調
査
チ
ー
ム
が
入
手
し
、

文
科
省
が
調
査
を
行
っ
た
も
の
だ
。

文
科
省
は
調
査
結
果
を
二
〇
一
七
年
六
月
十
五
日
に
「
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
獣
医
学
部
新
設
に
係
る
文
書
に
関
す
る
追

加
調
査
（
報
告
書
）
」
（
以
下
、
報
告
書
）
と
し
て
公
表
し
、
十
九
文
書
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
た
。
な
お
、
十
九
文
書
に

関
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
肩
書
は
、
当
時
の
記
載
の
ま
ま
で
あ
る
。

①
獣
医
学
部
新
設
に
係
る
内
閣
府
か
ら
の
伝
達
事
項

②
義
�
副
大
臣
レ
ク
概
要
（
獣
医
学
部
新
設
）

一



③
大
臣
ご
指
示
事
項

④
義
�
副
大
臣
の
ご
感
触

⑤
大
臣
ご
確
認
事
項
に
対
す
る
内
閣
府
の
回
答

⑥
��
／
�
義
�
副
大
臣
レ
ク
概
要

⑦
��
／
�
萩
生
田
副
長
官
ご
発
言
概
要

⑧
��
月
��
日
（
水
）
北
村
直
人
元
議
員

⑨
藤
原
内
閣
府
審
議
官
と
の
打
ち
合
わ
せ
概
要
（
獣
医
学
部
新
設
）
（
�
月
�	
日
）

⑩
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
イ
メ
ー
ジ
）

⑪
「
先
端
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
や
」
か
ら
始
ま
る
修
正
案

⑫
��
月


日
に
文
科
省
内
で
や
り
取
り
さ
れ
た
と
さ
れ
る
メ
ー
ル

⑬
加
計
学
園
へ
の
伝
達
事
項

⑭
⑫
メ
ー
ル
（
⑬
文
書
付
き
）
（
��
月


日
）

⑮
メ
ー
ル
（
⑨
文
書
付
き
）
（
�
月
��
日
）

二



⑯
第
��
回
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

⑰
松
野
文
部
科
学
大
臣
ご
発
言
メ
モ
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
��
月
�
日
）

⑱
第
��
回
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
発
言
・
資
料
確
認
用
紙
（
山
本
農
林
水
産
大
臣
）

⑲
国
家
戦
略
特
区
（
獣
医
学
部
新
設
）
に
係
る
想
定
問
答

文
科
省
の
調
査
結
果
が
、
国
家
戦
略
特
区
制
度
を
所
管
す
る
内
閣
府
や
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
の
安
倍
晋
三
議
長

（
以
下
、
安
倍
議
長
）
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
は
、
真
相
の
解
明
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
十
九
文
書
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
を
問
う
。

一

文
科
省
は
、
二
〇
一
七
年
五
月
十
九
日
に
、
こ
の
う
ち
の
九
文
書
だ
け
を
対
象
に
調
査
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
「
な

い
」
又
は
「
記
憶
に
な
い
」
と
発
表
し
た
。
文
科
省
が
当
初
九
文
書
だ
け
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

二

一
か
月
後
の
二
〇
一
七
年
六
月
十
五
日
に
公
表
し
た
報
告
書
で
、
文
科
省
は
十
九
文
書
中
十
四
文
書
の
存
在
を
確
認
し
た

と
発
表
し
た
。
一
方
で
、
二
文
書
は
存
在
が
確
認
で
き
ず
、
残
り
三
文
書
は
「
法
人
の
利
益
に
関
わ
る
」
と
の
理
由
で
存
否

を
含
め
て
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
し
た
。

そ
の
一
か
月
後
の
二
〇
一
七
年
七
月
二
十
五
日
に
、
文
科
省
は
存
否
を
含
め
て
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
し
た
三
文
書
に
つ

三



い
て
、
「
学
校
法
人
加
計
学
園
か
ら
、
本
文
書
を
開
示
す
る
こ
と
に
意
見
が
な
い
こ
と
の
確
認
が
取
れ
」
た
と
し
て
、
そ
の

文
書
の
存
在
を
認
め
た
。

�

二
〇
一
七
年
六
月
十
五
日
に
「
法
人
の
利
益
に
関
わ
る
」
と
の
理
由
で
当
初
は
存
否
を
含
め
て
明
ら
か
に
で
き
な
い
と

し
た
法
人
は
「
加
計
学
園
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
間
違
い
は
な
い
か
。

�

二
〇
一
七
年
七
月
二
十
五
日
以
降
、
文
科
省
が
合
計
十
七
文
書
が
存
在
し
た
こ
と
を
認
識
し
た
こ
と
を
内
閣
府
は
認
知

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
間
違
い
は
な
い
か
。

三

文
科
省
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
文
書
「
①
獣
医
学
部
新
設
に
係
る
内
閣
府
か
ら
の
伝
達
事
項
」
は
、
内
閣
府
が
平
成
三
十

年
四
月
開
学
を
大
前
提
に
「
こ
れ
は
官
邸
の
最
高
レ
ベ
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
」
と
文
科
省
に
伝
達
し
て
き
た
と
い
う
記
録

で
あ
り
、
専
門
教
育
課
の
「
国
家
戦
略
特
区
」
以
外
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
保
存
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

内
閣
府
は
、
文
科
省
が
文
書
①
の
存
在
を
認
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

四

文
科
省
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
文
書
「
②
義
�
副
大
臣
レ
ク
概
要
（
獣
医
学
部
新
設
）
」
に
は
「
平
成
三
十
年
四
月
開
学

で
早
く
や
れ
、
と
言
わ
れ
て
も
、
手
続
き
は
ち
ゃ
ん
と
踏
ま
な
い
と
い
け
な
い
」
「
官
邸
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
萩
生

田
副
長
官
に
聞
い
て
み
る
」
「
農
水
副
大
臣
に
も
需
給
は
お
た
く
の
話
で
し
ょ
」
な
ど
と
聞
く
と
義
�
副
大
臣
が
述
べ
た
と

四



思
わ
れ
る
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
格
に
よ
る
も
の
か
は
こ
れ
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
「
①
獣
医
学
部

新
設
に
係
る
内
閣
府
か
ら
の
伝
達
事
項
」
へ
の
回
答
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

そ
し
て
、
文
科
省
の
報
告
書
は
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
「
調
査
対
象
文
書
と
内
容
が
同
一
又
は
酷
似
し
て
い
る
文
書
」

と
し
て
存
在
が
確
認
で
き
た
と
し
て
い
る
。

�

内
閣
官
房
に
お
け
る
最
高
責
任
者
は
菅
義
偉
官
房
長
官
だ
が
、
菅
官
房
長
官
は
萩
生
田
光
一
副
長
官
に
対
し
て
、
義
�

副
大
臣
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
た
か
。
確
か
め
て
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

�

安
倍
議
長
は
、
こ
の
義
�
副
大
臣
の
発
言
を
義
�
副
大
臣
本
人
に
確
か
め
た
か
。
確
か
め
て
い
な
い
と
す
れ
ば
そ
れ
は

な
ぜ
か
。

五

文
科
省
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
」
と
し
た
残
り
の
二
文
書
は
、
⑦
の
「
萩
生
田
副
長
官
ご

発
言
」
と
⑧
の
「
北
村
直
人
元
議
員
」
の
発
言
を
記
録
し
た
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
⑧
は
、
北
村
元
議
員
自
身
が
二
〇
一

七
年
五
月
十
八
日
の
朝
日
新
聞
で
「
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
」
と
認
め
た
。

し
た
が
っ
て
、
十
九
文
書
の
う
ち
、
文
科
省
に
よ
っ
て
も
発
言
者
本
人
に
よ
っ
て
も
そ
の
存
在
が
確
認
ま
た
は
傍
証
で
き

な
い
の
は
、
⑦
の
「
萩
生
田
副
長
官
ご
発
言
」
文
書
の
み
で
あ
る
と
認
識
す
る
が
、
こ
の
認
識
に
つ
い
て
、
安
倍
議
長
お
よ

五



び
菅
官
房
長
官
は
ど
う
考
え
る
か
。

六

「
��
／
�
萩
生
田
副
長
官
ご
発
言
概
要
」
と
さ
れ
た
文
書
⑦
の
内
容
は
、
萩
生
田
副
長
官
が
「
再
興
戦
略
改
訂
二
〇
一
五

の
要
件
は
承
知
し
て
い
る
。
問
題
は
、
『
既
存
の
大
学
・
学
部
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
』
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
、
例
え

ば
伝
染
病
研
究
を
構
想
に
し
た
場
合
、
既
存
の
大
学
が
『
う
ち
の
大
学
で
も
で
き
ま
す
よ
』
と
言
わ
れ
る
と
困
難
に
な

る
。
」
「
平
成
三
十
年
四
月
は
早
い
。
無
理
だ
と
思
う
。
要
す
る
に
、
加
計
学
園
が
誰
も
文
句
が
言
え
な
い
よ
う
な
良
い
提

案
を
で
き
る
か
ど
う
か
だ
な
。
構
想
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
な
い
と
い
け
な
い
」
「
文
科
省
だ
け
で
、
こ
の
案
件
を
こ
な

す
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
は
よ
く
分
か
る
」
「
私
の
方
で
整
理
し
よ
う
」
な
ど
と
発
言
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

�

安
倍
議
長
は
、
加
計
学
園
の
加
計
孝
太
郎
理
事
長
と
萩
生
田
副
長
官
に
は
、
こ
の
発
言
が
行
わ
れ
た
と
す
る
日
時
以
前

ま
た
は
以
後
に
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。

�

政
府
は
、
萩
生
田
副
長
官
が
こ
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
メ
モ
が
報
道
さ

れ
、
旧
民
進
党
の
加
計
学
園
疑
惑
調
査
チ
ー
ム
が
入
手
で
き
た
と
考
え
る
か
。

七

「
大
臣
ご
指
示
事
項
」
と
さ
れ
た
文
書
③
は
、
文
科
大
臣
が
内
閣
府
の
感
触
を
二
点
に
つ
き
確
認
す
る
よ
う
指
示
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

六



一
点
は
平
成
三
十
年
四
月
開
学
の
た
め
に
は
平
成
二
十
九
年
三
月
に
設
置
認
可
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
必
要
な
準

備
が
整
わ
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
、
平
成
三
十
一
年
四
月
開
学
を
目
指
し
た
対
応
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
す
る
点
で
あ

る
。
二
点
目
は
、
麻
生
副
総
理
な
ど
獣
医
学
部
新
設
に
強
く
反
対
し
て
い
る
議
員
が
い
る
中
で
、
自
民
党
の
文
科
・
農
水
・

内
閣
府
の
部
会
の
合
同
部
会
も
し
く
は
Ｐ
Ｔ
を
設
置
し
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
少
な
く
と
も
衆
院
福
岡
第
六
区
補
選

（
十
月
二
十
三
日
投
開
票
予
定
）
を
終
え
た
後
に
動
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
た
点
だ
。

文
科
大
臣
が
平
成
三
十
一
年
四
月
開
学
を
示
唆
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
平
成
三
十
年
四
月
に
な
っ
た
の
は
、
首
相

案
件
で
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
あ
る
と
内
閣
府
は
考
え
て
い
る
か
。

八

「
義
�
副
大
臣
の
ご
感
触
」
と
さ
れ
た
文
書
④
は
、
文
書
②
「
義
�
副
大
臣
レ
ク
概
要
（
獣
医
学
部
新
設
）
」
後
の
対
応

の
結
果
と
し
て
、
齋
藤
健
農
林
水
産
副
大
臣
、
萩
生
田
内
閣
官
房
副
長
官
に
接
触
し
た
感
触
が
記
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
文
書
②
と
③
と
整
合
す
る
。
文
科
省
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
文
科
省
は
こ
の
文
書
④
の
存
在
を
認
め
て
い
る
が
、
内
閣

府
は
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

九

文
書
⑤
「
大
臣
ご
確
認
事
項
に
対
す
る
内
閣
府
の
回
答
」
は
、
文
書
③
で
記
録
さ
れ
た
文
科
大
臣
の
確
認
に
対
す
る
「
プ

ロ
セ
ス
・
開
学
時
期
」
「
政
府
内
の
取
扱
い
」
「
党
関
係
」
「
官
邸
関
係
」
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
内
閣
府
が
回
答
し

七



た
形
を
と
っ
て
い
る
。

文
書
⑤
内
で
は
、
「
プ
ロ
セ
ス
・
開
学
時
期
」
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
が
「
総
理
の
ご
意
向
だ
と
聞
い
て
い
る
」
と
答
え

た
と
さ
れ
て
い
る
。

文
書
⑤
内
で
は
、
「
政
府
内
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
が
「
副
長
官
の
と
こ
ろ
に
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働

省
、
農
林
水
産
省
を
呼
ん
で
、
指
示
を
出
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
回
答
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

文
書
⑤
内
で
は
、
「
党
関
係
」
に
つ
い
て
は
、
「
文
科
省
と
党
の
関
係
な
の
で
、
政
調
と
よ
く
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
回
答
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

文
書
⑤
内
で
は
、
「
官
邸
関
係
」
に
つ
い
て
は
、
「
官
房
長
官
、
官
房
長
官
の
補
佐
官
、
両
副
長
官
、
古
谷
副
長
官
補
、

和
泉
総
理
大
臣
補
佐
官
等
の
要
人
に
は
『
一
、
二
ヶ
月
単
位
で
議
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
』
と
説
明
し
て
あ
る
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

文
科
省
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
文
科
省
は
こ
の
文
書
⑤
の
存
在
を
認
め
て
い
る
が
、
内
閣
府
は
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

十

加
計
学
園
を
巡
る
い
わ
ゆ
る
首
相
案
件
問
題
は
、
国
家
戦
略
特
区
制
度
の
公
正
性
を
揺
る
が
せ
に
し
て
お
り
、
安
倍
議
長

八



は
限
り
な
く
重
た
い
説
明
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
十
九
文
書
に
つ
い
て
文
科
省
は
真
摯
な
調
査
を
行
い
、
結
果
を
公
表

し
た
が
、
安
倍
議
長
は
自
ら
に
向
け
ら
れ
た
疑
惑
を
晴
ら
す
た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
指
示
を
誰
に
対
し
て
行
っ
た

か
。
ま
た
、
忖
度
を
排
除
す
る
た
め
に
、
た
と
え
、
自
分
自
身
が
首
相
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
よ
う
と
も
真
実
を
語
っ
て
よ
い

と
い
う
指
示
を
内
閣
府
の
部
下
た
ち
に
行
っ
た
か
。
行
っ
て
い
な
い
場
合
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

九


